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日本語・日本事情

中　川　正　弘

日本語学習と環境

広島大学が広島市から東広島市への移転過渡期にあり,こうした状況下特有の問

題を抱えていることはすでに指摘されている。年を追って増加する留学生数と開講

される授業数のように数値化できる問題もあれば,また,われわれ現場担当者が学

生たちの口から直接開いたり,教室での接触から感じ取る問題も多い。

カリキュラムについて言えば,留学生数に合わせて授業教を増やすことですめば

ことは簡単なのだが,この留学生の増加がどのような種類の留学生において起こっ

ているかによって事情は違ってくる。つまり,大学院の学生,これから大学院の入

試をうけようとする研究生,学部留学生,特別プログラムによる研修留学生などの

大まかな分類で考えただけでも,日本語能力,日本語の必要度,日本語の学習にか

けられる時間数はさまざまである。これに,理系,文系,またその中での専門の違

いまで考慮するなら,理想として描かれるカリキュラムは不可能な夢としか見えな

いほど緻密なものになるだろう。

このように多様な留学生に,現実には限られた数の授業を設定することで対応す

るわけであるから,大まかに能力差によって指定配分することになるクラスには,

その中にやはり多様性というバラツキを抱えざるをえない。

こうした条件の下での現実の対応策は,カリキュラム,授業内容の設定における

ものにならざるをえないのだが,これもその内部だけ,つまり教室内世界のことだ

けを考えるだけではすまない状況に広島大学は置かれている。

統合移転半ばで,キャンパスが広島市と東広島市の二箇所にあることでの問題と

いうのは,具体的には,全学の日本語教育を担当・管理する当留学生センターが西

条キャンパス(東広島市)にあり,東千田キャンパス(広島市)では授業を開講し

ていても専任担当教官が常駐しているわけではないので,設備管理上の問題から,

教室にテレビ,ビデオなどの教育機材を配備できないとか,また授業時間以外に留

学生と接触,連結が困難であることで,課題の出し方,授業の連携など,授業内容

の設定,カリキュラムも制約を受けざるをえないことだ。

一方,市街からかなり離れた静かな環境に建設された西条キャンパスでは,当セ
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ンタ-が手元で直接管理,運営できることはいいのだが,大学近辺に居住する留学

生の生活環境が日本語教育に影響を及ぼしもする。例えば,留学生専用の宿舎に居

住する学生の中には,授業で接する教師以外に日本人と話す機会がほとんどなく,

ほとんど留学生同志で日本語を用いずに生活する者も少なくない。そんな環境の要

因も考慮に入れ,授業内容の設定,カリキュラムの,組み方で補えるところは補って

いかねばならない。
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表1　日本語・日本事情授業科目

授 業 科 目
開単

位
設 数

学期別過授業時間
備 考

前期 後記 通年

◎ 日 本 語 初 級 I 1 2 2 広 島大 学外 国

人留学 生 のため

の授業 である0

日本 語初級 I

か ら日本語初 級

Ⅳ まで は前期 又

は後期で受講0

ただ し, ◎ 印

の 授 業 は 東 千

田, 西条 の両地

区で開講0

30

◎ 日 本 語 初 級 II 1 2 2

日 本 語 . 初 級 III 1 2 2

日 本 語 初 級 Ⅳ 1 2 2

◎ 日 本 語 中 級 I - 1 2 2 2

日 本 語 中 級 I - 2 2 2 2

◎ 日 本 語 中 級 H 2 2 2

◎ 日 本 語 中 級 III 2 2 2

日 本 語 中 級 Ⅳ 2 2 2

日 本 語 中 級 Ⅴ 2 2 2

日 本 語 中 級 Ⅵ 2 2 2

◎ 日 本 語 上 級 I 2 2 2

◎ 日 本 語 上 級 II 2 2 2

◎ 日 本 語 上 級 III 2 2 2

日 本 言吾 上 級 Ⅳ 2 2 2

日 本 語 上 級 Ⅴ 2 2 2

◎ 日 本 事 情 I 2 2 2

◎ 日 本 事 情 Ⅲ 2 2 2

日 本 事 情 III 2 2 2

日 本 事 情 Ⅳ 2 2 2

日 本 文 化 2 2 2

日 本 語 特 講 15 15
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表2　日本語・日本事情授業内容

授業科 目
-'I1-
位
敬

担 当
教 官

授 業 内 容 学期 備 考

日 本 語 1 深 見 日本 語学習経験 の ほ とん どな い学 前

西条キャンパス初 級 I 習者 を対象 に発音 . 文字 . 基 本文型

を教える0 級

1 内 藤

(非常封)
前

級

東千田

キャンパス

日 本 語 1 小 野
(非常勤)

日本語学 習経験 の ほ とん どない学 前

西条キャンパス初 級 II 習者 を対象 に問題演習 を行 う0
未 定

級

1 渡 部
(非常勤)

前

級

東千田

キャンパス

日 本 語 1 城 田 日本語学 習経験 の ほ とん どない学 前

西条キャンパス初 級 III 習者 を対象 に, 読解指導 を行 う0
未 定

級

日 本 語 1 今 田 日本語学 習経験 の ほ とん どない学 前

級

西条キャンパス初 級 Ⅳ 習者 を対 象 に, 聴解, 会 話演習 を行

う0

日本語中級 2 橋 本
(非常勤)

日本語初 級 を終 った程 度の学 習者 前

後

西条キャンパスI - 1 を対象 に, 解読 . 文法指導 を行 う0

2 小 林
(非常勤) 前

級

東千田

キャ ンパ ス

日本語中級 2 未 定 日本語初 級 を終 った程 度の学習者 前

級

西条キャンパス1 - 2 を対象 に, 読解 . 文法指導 を行 う0

she



授業科目
-'I1-
位
敬

担 当
教 官

授 業 内 容 学期 備 考

日 本 語 2 大 槻 日本語初級を終わった程度の学習 前

級

西条キャンパス中 級 II (非常勤) 者に, 作文 .会話の指導を行うe

前

級

東千田
キャンパス

2 渡 部
(非常勤)

日 本 語 2 中 川 日本語初級 を終わった程度の学習 前

級

西条キャンパス中 級 n 者 に, 小説 . 随筆などの講読の指導

を行う0

前

級

東千田
キャンパス

2 古 浦
(非常勤)

日 本 宕吾 2 多 和 田 日本語中級 I - IIIを終わった程度 前

級

西条キャンパス中 級 Ⅳ の学習者に, 読解.文法.口頭表現(会

請) .文章表現 (作文)を教える0

日 本 語 2 中 川 日本語中級 Illを終わった程度 前

級

西条キャンパス中 級 Ⅴ の学習者 に, 漢字の使い方 . 発音 .

漢語の体系などをを教 える0

日 本 語 2 橋 本 日本語中級 I - IIIを終わった程度 前

級

西条キャンパス中 級 Ⅵ (非常勤) の学習者 に, 小説などの読解指導 を

行 う0

日 本 語 2 相 原 読解 . スピーチ . 聞 き取 り .上級 前
東千田
キャンパス

上 級 I 文法 .作文を指導する0

2 中 川 級

2 深 見 前

級

西条キャンパス

-41-



授業科 目
早
位
敬

担 当
教 官

授 業 内 容 学期 備 考

n * ,;;f 2 奥 田 日本文学を題材 として, 日本語の 前

級 西条キャンパス
上 級 II 語柔 . 構文 .表現 . 発想の特徴を追

求 し, あわせて日本文化の構造 と特

色を検討する0

2 小 林 読解 . ス ピーチ . 聞 き取 り.上級 前

級

東千田
キャンパス

(非常勤) 文法を教える0

日 本 語 2 深 見 作文 . 読解 を柱 にした, 課題別総 前

西条キャンパス上 級 m 合指導を行う0

2
小 野
(非常勤) 級

2 多 和 田 前

級

東千田
キャンパス

日 本 語 2 大 槻 読解 . ス ピーチ . 聞 き取 り.上級 前

級

西条キャンパス上 級 Ⅳ (非常勤) 文法を教える0

日 本 語 2 中 川 漢字の知識のある学習者を対象 に 前

西条キャンパス
上 級 Ⅴ 読解, 作文 を中心に日本語の表現現

法の指導 を行い, 日本文化について

講義 .討論を行う0

2 未 定 級

日本事情I 2 未 定 文字 .音声 . 映像 を通 して 日本の

社会 . 文化生活様式の理解をはか り,

学習者の 自国の事情 との比較 にもと

づ く討論を行 う0

前

西条キャンパス2 水 町 級

2 柳 津 日本文化及び習慣等 について考察 前

東千田
キャンパス

嘩常勤) する0

級
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授業科 目
->!'-
位
敬

担 当
教 官

.授 業 内 容 学期 備 考

日本事情II 2 高 永 日本の文化及び習慣等 について考

察する0

前

級

西条キャンパス

2 深 見 前

級

東千田
キャンパス

日本事情IIl 2 深 見 日本人の思考様式を, 異文化間コ

ミュニケーション的視点により講義

.討論する0

前

西条キャンパス

2 未 定 級

日本事情Ⅳ 2 中 村 日本人の発想の特徴や 日本文化 .

社会構造 と特色を講義 .討論する0

前
西条キャン
パス

2 未 定 級

日本語拝読 15 多 和 田 日本語 をほ とんど知 らない学生 に 級 教員研修留

中 川 発音 . 文字 .会話 .作文の初歩 を集 学生のため

深 見

渡 部

(非常艶)

大 槻

(非常艶)

小 野

(非常勤)

橋 本

(非常勤)

中的に教える0 のプログラ

ム

日本文化 多和 田 日本語 . 日本文化研修留学生を対象

中 川 に, 日本文化のさまざまな側面につい M'

級

深 見 て, より深い知識 と理解を得させる0

なお, 講義に合わせて随時実地研修

も行 う0
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日本語・日本文化研修プログラム

<7i　見.1i'ミ　-1-

広島大学では,昭和60年度より日本語日本文化研修留学生を受け入れているが,

昭和62年度より特別経費の交付を受け, 「日本語日本文化研修プログラム」を開始

し,現在に至っている。平成2年度後期および平成3年度の前期の特別講義・見学

プログラムの概要は,次の通りである1)0

平成2年度

10月26日(金)

10月30日(火)

11月17日(金)

11月9日(金)

11月14H (水)

11月21日(水)

11月28日(水)

11月30日(金)

12月3日(月)

12月7日(金)

12月14日(金)

1月11日(金)

1月16日(水)

1月25日(金)

1月28日(月)

1月30日(水)

2月4日(月)

2月8日(金)

2月14日(木)

I

2月16日(土)

見学　映像文化ライブラリー・広島城・縮景園

講義　日本美術の特色

講養　日本の建築

見学'A7.!>

講義　日本の昔話

講義　日本と留学生の関わり方

講義　日本の行事

講義・実習　書道

講義　言語習得と日本語の学習

見学　広島市青少年センター

講義　日本建築技術

講義　日本の民話

講義　歌舞伎

講義　日本の近世文学

総合科学部教授　　金田　曹

工学部教授　　　　鈴木　充

郷土史家

一橋大学講師

東海大学教授

学校教育学部教授

名古屋学院大学
ii'j貴i'2

工学部助教授

飯田米秋

梓川I STEi'.、

河原崎幹夫

蝣,*,vJ |-- --^V

ミホ・スタ
インハーグ

松尾　彰

中国放送　　　　　栗原秀雄

総会科学部講師　　青木孝夫

教育学部教授　　　浮橋康彦

講義　日本語を通して見た文化　東京都立大学教授　中本正智

∴言十I.=主---"*N÷

--:<　三二　∴て
見学　尾道市

im ff 'fr?
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2月18日(月)　講義　日本の方言

2月22日(金)　講義　オノマトペについて

2月24日(日)

1

2月26日(火)

3月1日(金)

3月4日(月)

平成3年度前期

5月10日(金)

5月24日(金)

6月14日(金)

7月5日(金)

7月6日(土)

1

7月7日(日)

7月12日(金)

9月6日(金)

9月19日(木)

スキー旅行

シンポジウム2)

留学生教育の課題と展望

講義・見学　西条の史跡

広島文化女子短大　高永　茂
講師

神戸商科大学
助教授

琉球大学教授
東京外国語大学
教授

東京外国語大学
教授

千葉大学教授

東北大学助教授

北海道大学教授

郷土史家

見学　撃作り工場

見学　そごう物流センタ-

見学　東広島市美術館・歴史民俗資料館

見学　キリンビール工場

キャンプ

見学　マツダ

見学　広島市郷土資料館　NHK

修了式

田守育啓

川平博一

松井信行

道脇綾子

松元泰忠

才田いずみ

村崎恭子

飯田米秋

今回は前半に学外から日本語教育に携わっている方々を講師やシンポジウム(戟

官や日本人学生も参加できるようにした)のパネラーとして招くことができ,日本

請,日本語教育(これらについてはこの数年プログラムに組めなかった),日本の

社会等について多彩な話題を提供していただいた。この意味で今回のプログラムは

学生にとって有意義であったと思う。しかし,これに反し見学は後半期から参加者
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が著しく減り問題を多く残した。研修レポートの作成や帰国(級)の準備がその原

因の一つであろうと思われる。回数や交通費,所要時間の問題を含め,見学先の選

択を再考した方が良さそうである。

この他,日本語教育や生活の面でもいくつか問題があるようだが, 「日本語・日

本文化」に限ったことではないので省略する。

注1以下で広島大学の教官は大学名を省略した。

2　ここに記載した方がたは学外からお呼びしたパネリストである。当センター

からは浮田がパネリスト,多和田が司会を勤めた。
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教員研修留学生コース

峯　　　正　志

研修プログラム

I.　研修プログラム概要

A　教育学

1)教育学,心理学,教科教育学に関する英語による講義演習。 (一年)

2)授業参観,特別活動見学をはじめ,その他各種の教育施設,社会教育の

見学. (一年)

3)課題研究一指導教官の下で,各自の研修テーマを研修。 (一年半)

B　日本文化,日本事情(一年)

1)日本文化,社会に関する多方面からの英語による講義,実習

2)文化活動に参加,各種文化施設の見学。

C　日本語教育

1)日本語特講(初級-中級レベル)。 (6カ月)

2)上記以外の日本語・日本事情のクラス。 (学生の能力,必要に応じて)

II.　研修プログラム内容

a mv-f-

1)講義・演習

1990/ll/ 7 (水)

11/8 (木)

11/15 (木)

12/13 (木)

12/14 (金)

1991/ 1/10 (木)

1/29 (火)

「日本の幼児教育」教育学部教授　祐宗省三

「日本の教育制度」教育学部教授　青木薫

「日本の初等・中等教育」教育学部助教授　安原義仁

「各国の教育事情IJ教育学部助教授　二宮暗

「各国の教育事情II」教育学部助教授　二宮略

「日本の教員養成」教育学部教授　吉田正晴

「日本の高等教育」留学生センター助教授　田畑佳則

2)学校・教育施設見学

1990/10/19 (金)　広島市青少年センター

10/26 (金)　広島市映像文化ライブラリー

11/13 (火)　広島大学附属幼稚園
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11/22 (木)

12/ 7 (金)

12/ll (火)

1991/ 1/25 (金)

2/1 (金)

5/27 (月)

6/6 (木)

6/20 (木)

7/2 (火)

B　日本文化・日本事情

1)講義・演習

1990/ll/29 (木)

1991/ 1/31 (土)

6/26 (水)

2)_見学

1990/10/19 (金)

10/26 (金)

11/ 9 (金)

1991/ 2/ 1 (金)

5/31 (金)

広島大学附属小学校・中学校・高等学校

広島市中央公民館・広島市立中央図書館

広島児教育委員会

広島市教育センター

尾道商業高等学校

広島市立広島養護学校

呉工業高等専門学校

広島商船高等専門学校

広島朝鮮中・高級学校

「日本国憲法」法学部教授　阪本昌成

「茶道」樽崎美知子

「華道」陣崎美知子

「日本の美術」教育学部教授　斎藤稔

平和記念公園・原爆資料館

広島城・縮景園

ft t0

-2/2 (土)　尾道市

岩国城・錦帯橋

C　日本語教育

1)日本語特講(1990年10月　-1991年2月。週平均30時間)

9:50-10:40　　10:50-12:30

月　　　中川　　　　　　渡部

火　　小野(9:00-)　　小野

水　　　中川

木　　　浮田

金　　　浮田

日本語講師

浮田三郎

13:20-15:00　　15:10-16:50

渡部　　　　　深見

浮田　　　　　中川

・大w　　　　　大!!U

深見　　　　　長友

浮田・中川・多和田・長友

広島大学留学生センター教授
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MII I.J川十一郎

長友和彦

中川正弘

深見兼孝

大槻温子

小野由美子

in-;-Wi一司

渡部浩見

広島大学留学生センター教授

広島大学留学生センター助教授

広島大学留学生センター講師

広島大学教育学部講師

広島大学教育学部非常勤講師

広島中央女子短期大学講師

広島大学教育学部非常勤講師

広島大学教育学部非常勤講師

2)上記以外の日本語・日本事情のクラス(1991年4月～9月。能力と必要

に応じて選択)

D　その他

1991/2/7(木) -　2/9(土)　スキー研修(大山)

2/14 (木) -　2/16 (土)　国際交流活動研修会

(広島市似島臨海少年自然の家)

2/25 (月) -　2/27 (水)　研修旅行　(萩市・津和野町)

5/18 (土)　西志和農園(精神薄弱者更生施設)見学および交流会

6/14 (金) -　6/16 (日)　青年国際セミナー

(国立江田島青年の家)

7/6(土) -　7/7(日)　青少年との国際交流

"BIG JUMBOREE"

(広島市野外活動センター)
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外国人留学生日本語研修コース

[修了者]

第十二期(1991年4月～91年9月) (26人)
多和田　最一郎

氏 名
ク ラ ス で

の呼 び名
国 生 年 専 攻 専 門教育

C a rolyn M isa D o m en ミサ ア メ リカ会衆 B ] 19 69 文 学 広 島大学

N ejat A b d urra nm an ネ ジヤ ツ ト トル コ 19 56 史 学 ′′

W o ng M ei Y in g メ イイ ン マ レー シア 19 58 教 育 学 ′′

M aria Ilu m in ad a L ap id マ リア フ ィ リピン 19 62 法学 . 政治学 ′′
W id o w a ti ウイドワティ イ ン ドネ シマ 195 7 歯 学 ′′
C h a m c h ai Ju lm an o p チャンチャイ タイ 196 9 農 学 ′′

P utta po rn S on g sri プツタポーン ′′ 197 1 農 学 ′′
V la tlくo T o m isla v C in g osk i ラ トウコ チェコスロバキア 196 2 電気通 信工 学 ′′
M u h am m a d Iqb a l D jaw a d イクパ ル イ ン ドネ シア 196 7 水 産 学 ′′

H a riS u p rap to バ リ ′′ 195 8 水 産 学 ′′

R ue n gsa k K a w tu m m a ch a i ハルンサック タイ 196 8 工 学 岡 山大学

M a nso r B in O m a r ンソー′ マ レー シア 1958 商学 .経済学

農 学

土木 .建築工学

′′

O m a r B in M uh am a d オマ ール ′′ 1959 ′′

P u a E ng T iek プ ア ′′ 1956 ′′

R od iv ic k M n a n a O lofern es オロ7 エルネス フ ィ リピン 1965 歯 学 ′′

P h ilb ert D e L os S an to s B on illa ピル バ ー ト ′′ 1960 農 学 〟

M eh m et A li Y erd el ヤル テ.ル トル コ 196 1 医 学 ′′
V elen tin N a v arro ナパ ロ 一ヾ ′レ.- 196 1 法学 .政 治学 〟

F ra nc esco G rassi フランチェスコ イタ リア 1965 文 学 ′′

A n ita B iesia da アニ タ ポー ラ ン ド 19 56 農 学 ′′

F ra ncis M u tiso M a th oo lく0 マ トー コ ケ ニア 19 62 農 芸 化 学 ′′

K rit C h o ng srid ク リッ ト タイ 19 70 電気通信工学 東京工 業大 学

A d ug n a B ela ch ew A le m a rn u ア ドウニ ヤ エチ オ ピア 19 60 保 健 学 山 口大学

J oh n R o y S ea g ren ジ ョン ア メ リカ合衆 国 19 61 商学 . 経済学 ′′

D a n ielC o ron el G ilb erto C a ntero ダニ エル パ ラグ ワイ 19 64 医 学 ′′

L u k ito H a sta P ra top o ル キ ト イ ン ドネ シア 19 59 農 業 経 済 学 広 島大 学

第十三期(1991年10月～92年3月) (13人)

氏 名
ク ラ ス で

の呼 び名
田 生 年 専 攻 専門 教育

B a san t R aj P a nt パ ン ト ネパ ール 19 61 医 学 広 島大 学

N g u y en T h a h T u r一g グエ ン ベ トナム 19 61 工 学 ′′

K a rim a B ou b ek n カ リマ アル ジェ リア 19 66 生 物 学 ′′

A lejan dro T o k u da アレハンドロ ドミニカ 19 63 医 学 島根 医科大 逆

E a k a cha i S a th ian p itay a k u l エカ チ ャイ タイ 19 63 医 学 岡山大 学

M iq u elA n g el A v e nd a no ミゲル ペ′レI 19 60 経 営 学 ′′

H u ld a T h o ra S v e in sd o ttir フル タ ア イス ラ ン ド 19 66 政 治 社 会 学 ′′

D a n iela F erreira C arv a lh o ダニ ニ ラ ポル トガル 19 56 社 会 心 理 学 ′′

M oh d Ilh a m B in A d en an イル ハム マ レー シア 19 63 免 疫 学 ′′

T h arp a T a sh i タシ ブ I タ ン 19 62 経 済 学 山 口大学

P h ilip T a k esi T u b a k i 7 イ リツフ アメ リカ合 衆国 196 8 電 気 工 学 徳 島大学

M 'h a m m ed L arh rafi マハマ ド モ ロッ コ 195 6 工 学 香川 大学

A n a L u iz a R am o s D e O lev eira アナル イザ ブ ラジル 196 8 生 物 学 愛媛 大学

-50-



日本語研修コース関係講師一覧

第十二期(1991年4月～91年9月)

専　任　　多和田真一郎　　中川正弘

非常勤　　今石正人　　　　天満伸子

水野由美　　　　石田三村

梯　正之　　　　北村光孝

藤田耕之輔　　　福田康彦

第十三期(1991年10月-92年3月)

専　任　　多和田其一郎　　中川正弘

非常勤　　浅井かつ子　　　天満伸子

水野由美　　　　石田三相

栗栖　薫　　　　進藤春雄

深見兼孝

西村浩子　　橋本敬司

位藤邦生　　岩本義史

進藤春雄　　難波怒二

深見兼孝

西村浩子　　橋本敬司

江頭大蔵　　太田欽幸

隅井浩治　　藤田耕之師

日本語研修コース(第十一期) 1990年度(十月～三月)成果報告

日本語研修コース(第十二期) 1991年度(四月～九月)成果報告
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期 日 行 事 . 試 験 等 特 別 研 究 指 導 等 備 考

10/ 16
開 講 式

オ リエ ンテ ー シ ョ ン

10/ 17- 10/ 19
10/ 19

原爆資料館 .平和公園 .
青少年センター l

10/ 22- 10/ 26
10/ 26 映像文化ライプラ u -

広島城 .轟宿景園

10/ 29 - ll/ 2 ll/ 3 公休日

ll/ 5 - ll/ 9
ll/ 9

宮島
ll/ 5 創立記念 El

ll/ 12- ll/ 16

ll/ 19- ll/ 23 ll/ 23 公休日

ll/ 26- ll/ 30 ll/ 27 中間試験
ll/ 30

錦帯柁 .岩国城

12/ 3 - 12/ 7

12/ 10- 12/ 14 「専門用語解説」開始

12/ 17- 12/ 21 12/ 21 期末試験

12/ 24- 1 / 5 冬季休業

1 / 8 - 1 / ll

1 / 14- 1 / 18
1 / 18

安佐動物公園
1 / 15 公休日

1 / 21- 1 / 25
1 / 25, 26

加計町ホームステイ

1 / 28~ 2 / 1

2 / 4 ~ 2 / i 2 / 6 中間試験
2 / 8 , 9

尾道市

2 / ll- 2 / 15
2 / 14ー15, 16

合宿
2 / 11 公休日

2 / 18- 2 / 22
2 / 22 現代美術館 .郷土資料館 . I

N H K 広島放送局

2 / 25- 3 / 1
特別講義

2 / 26 期末試験

3 / 4 特別講義

3 / 5 成果発表, 修了式
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期 日 行 事 . 試 験 等 特 別 研 究 指 導 等 備 考

4 / 17
開 講 式

オ リエ ンテ ー シ ョ ン

4 / 17- 4 / 19

4 / 22- 4 / 26
4 / 26 原爆資料館 .

平和公園 .青少年センター

4 / 29- 5 / 3
5 / 2 映像文化ライブラリー 4 / 29, 5 / 3 ,

広島城 .縮景園 4 公休 日

5 / 6 - 5 / 10 5 / 6 公休日

5 / 13- 5 / 17 5 / 17 宮島

5 / 20- 5 / 24 中間試験

5 / 27- 5 / 31
5 / 31

錦帯橋 .岩国城

6 / 3 - 6 / 7 「専門用語解説」開始

6 / 10- 6 / 14
6 / 14

安佐動物公園

6 / 17- 6 / 21

6 / 24~ 6 / 28 前半期末試験

7 / 1 - 7 / 5
7 / 6 , 7

合fti

7 / 8 - 7 / 12
7 / 12

マツダ

7 / 15- 7 / 19
9 / 6

尾道市

7 / 22- 7 / 24 中間試験

7 / 25- 8 / 31 夏季休業

9 / 2 - 9 / 6
9 / 6 郷土資料館

現代美術館

9 / 9 - 9 / 13 期末試験

9 / 16- 9 / 17 9 / 16 公休日

g / 18 成果発表, 修了式
9 / 19 , 20 修了記念旅

行 (大久野島)
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